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後
立
山
と
い
う
名
は
、
黒
部
川
の
峡
谷
を
隔
て
て
立
山
の
東
に
連
亙






し
て
い
る
信
越
国
境
山
脈
中
の
一
峰
と

し
て
、
夙



く
か
ら
地
誌
地
図
等
に
記
載
さ
れ
、
一
個
の
山
体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
に
も
拘



わ
ら

ず
、
元
来
が
越
中
の
称
呼
で
あ
っ
て
、
此



方
面
か
ら
の
登
山
は
、
甚
し
く
困
難
で
も
あ
り
且

つ
危
険
で
も
あ
る

か
ら
、
偶



に
入
込
む
猟
師
な
ど
の
外
は
登
山
者
絶
無
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
と
想
わ
れ
る
。
そ
の
為
に
ど
の
山

が
そ
れ
で
あ
る
か
を
判
定
す
る
に
充
分
な
る
証
拠
と
な
る
可

き
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
ま
で
深
く
論

究
さ
れ
ず
に
有

耶

無

耶

の
中
に
放
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
観
が
あ
る
。
日
本
の
山
岳
研
究
の
権
威
と
い
わ
れ
て
い

る
小
島
君
す
ら
、
『
山
岳
』
第
五
年
第
三
号
に
載
せ
た
「
日
本
北
ア
ル
プ
ス
風
景
論
」
に
於
て
、
後
立
山
山
脈

な
る
新
名
称
の
条
下
に
、

　
　
第
六
（
後
立
山
山
脈
）
は
黒
岳
山
脈
の
最
短
な
る
に
反
し
て
、
北
ア
ル
プ
ス
中
、
最
も
長
大
の
脈
で
、
私

　
　
は
総
括
し
て
後
立
山
山
脈
と
呼
ん
で
置
く
、
勿
論
越
中
方
面
か
ら
い
ふ
「
後





」
で
、
信
州
方
面
か
ら
は
立

　
　
山
の
前
に
当
る
の
で
あ
る
が
、
立
山
が
最
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
且
つ
開
か
れ
た
名
山
で
あ
る
の
と
、
後





立

　
　
山
な
る
名
が
、
早
く
よ
り
往
々
地
理
学
者
に
呼
ば
れ
て
ゐ
る
の
と
（
そ
の
癖
、
後
立
山
と
い
ふ
一
箇
の
山

　
　
体
の
存
在
は
、
未
だ
に
何
処
だ
か
、
確
に
は
解
ら
な
い
の
で
あ
る
）
に
敬
意
を
表
し
て
さ
う
言
っ
て
置
く
。

　
　

と
説
明
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
尤
も
後
立
山
山
脈
な
る
名
称
は
、
後
立
山
な
る
一
箇
の
山
体
が
存
在
す
る
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と
否
と
に
関
せ
ず
、
此
山
脈
が
北
ア
ル
プ
ス
北
半
の
最
高
峰
に
し
て
且
つ
古
来
の
名
山
た
る
立
山
（
立
山
の
三

角
点
の
高
度
は
二
九
九
二
米
で
、
劒
岳
よ
り
も
六
米
低
い
が
、
最
高
点
は
慥





に
三
千
米
を
超
え
て
い
る
）
背
後

の
山
脈
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
も
、
私
は
此
名
称
に
賛
成
す
る
者
で
あ
る
。

　
北
ア
ル
プ
ス
の
地
理
に
精
通
せ
ら
れ
て
い
る
榎
谷
君
は
、
曾
て
「
信
越
国
境
脊
梁
山
脈
登
攀
記
」
（
『
山
岳
』

五
年
三
号
所
載
）
中
の
「
余
瀝
」
と
題
す
る
項
に

　
　
五
竜
を
後
立





と
も
書
く
さ
う
だ
。
こ
れ
は
大
黒
鉱
山
主
為
田
文
太
郎
氏
及
び
同
所
支
配
人
高
橋
朝
太
氏
か

　
　
ら
親
し
く
聞
い
た
所
で
、
氏
等
が
該
鉱
山
採
掘
願
書
提
出
の
際
、
鉱
区
地
図
作
成
の
必
要
上
、
種
々
調
査

　
　
せ
ら
れ
た
結
果
、
古
く
は
立
山
背
後
の
山
と
い
ふ
や
う
な
意
味
で
、
そ
の
辺
一
帯
を
後
立





と
呼
ん
で
居
た

　
　
の
だ
が
、
現
今
で
は
そ
れ
が
一
山
岳
の
み
の
名
称
に
な
っ
た
さ
う
だ
。
そ
れ
故
後﹅
立﹅
と
書
く
方
が
正
し
く
、

　
　
五﹅
竜﹅
は
後
に
誰
れ
か
が
製
造
し
た
ん
だ
ら
う
と
さ
へ
言
は
れ
た
。

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
別
に
意
見
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
明
治
四
十
二
年
同
四
十
三
年
と
続
け
て
此
山
脈
に
登
ら
れ
た
辻
本
君
は
「
祖
父
ヶ
岳
の
二
日
」
（
『
山
岳
』

四
年
三
号
所
載
）
と
題
す
る
文
中
に
於
て

　
　
鹿
島
槍
ヶ
岳
以
南
を
、
自
分
の
管
見
か
ら
記
し
て
見
る
と
、
尾
根
は
一
旦
余
程
低
く
な
っ
て
、
直
に
祖
父
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ヶ
岳
に
連
り
、
夫
か
ら
山
脈
は
西
南
の
方
向
に
折
れ
て
赤
沢
の
頭





（
一
名
赤
沢
岳
、
後
立
山
と
云
ふ
も
の

　
　
は
即
ち
之
で
あ
ら
う
）
と
な
り
南
に
走
っ
て
針
木
峠
の
西
に
聳
え
る
尖
峰
（
名
称
不
明
「
附
記
」
参
照
）

　
　
と
な
る
。

と
疑
わ
れ
た
が
、
『
山
岳
』
六
年
一
号
所
載
の
「
後
立
山
連
峰
縦
断
記
」
に
於
て
は
、

　
　
後
立
山
な
る
名
称
は
名
詮
自
性
、
越
中
の
用
語
に
て
、
信
州
に
て
は
絶
え
て
此
名
を
聞
く
こ
と
な
し
、
名

　
　
称
の
由
来
は
明
か
に
知
り
難
き
も
、
越
中
人
が
立
山
山
上
よ
り
黒
部
谿
谷
の
東
方
に
当
り
高
峻
立
山
に
劣

　
　
ら
ざ
る
大
山
脈
の
蜿
蜒
す
る
を
望
み
、
而
か
も
個
々
の
山
名
を
明
か
に
し
得
ざ
る
に
因
り
、
後
立
山
な
る

　
　
概
括
的
名
称
を
与
へ
し
こ
と
蓋
し
其
濫
觴
な
ら
ん
（
富
山
市
附
近
よ
り
後
立
山
は
立
山
連
峰
に
遮
ら
れ
て

　
　
全
く
望
見
す
可
ら
ず
）
。
今
日
立
山
に
登
る
人
は
先
達
祠
官
等
が
山
上
に
て
此
名
を
呼
び
居
る
を
気
付
か

　
　
る
ゝ
こ
と
な
る
べ
し
。

と
言
わ
れ
、
且
つ

　
　
近
頃
、
鹿
島
槍
北
方
の
ゴ
リ
ウ
岳
（
北
城
村
の
割
菱
岳
）
を
後
立
山
と
書
き
、
後
立
を
ゴ
リ
ウ
と
音
読
す

　
　
る
こ
と
大
分
流
行
の
様
子
な
る
が
、
ウ
シ
ロ
タ
テ
ヤ
マ
と
い
ふ
総
括
的
の
大
名
を
何
故
、
鹿
島
槍
の
如
き

5



　
　
高
峰
を
措
き
て
、
北
方
に
偏
り
、
而
も
比
較
的
低
小
な
る
此
峰
に
与
ふ
る
こ
と
ゝ
な
り
し
か
、
甚
だ
怪
む

　
　
べ
し
、
如
何
に
も
立
山
を
リ
ウ
ザ
ン
と
読
む
こ
と
は
あ
る
や
う
な
れ
ど
後
立
山
ま
で
音
読
す
る
は
、
似
非

　
　
漢
学
者
流
の
筆
法
と
思
は
れ
て
、
頗
る
附
会
の
嫌
あ
り
。

と
気
焔
を
吐
か
れ
た
。
之



に
対
し
て
小
島
君
は
、
『
山
岳
』
六
年
二
号
の
雑
録
欄
に
「
鯉
鮒
山
五
竜
山
及
後
立

山
」
と
題
し
て
、
後
立
山
問
題
を
面
白
い
見
方
で
論
議
さ
れ
て
い
る
。
茲



に
全
文
を
引
用
す
る
訳
に
は
行
か
ぬ

が
、
詮
す
る
所
は
榎
谷
君
の
記
事
を
参
照
さ
れ
て
、
鹿
島
槍
ヶ
岳
北
方
の
ゴ
リ
ウ
岳
（
或
は
ゴ
リ
フ
岳
）
を
、

五
竜
山
と
書
く
か
後
立
山
と
当
て
る
か
、
孰



れ
が
正
し
く
（
も
し
く
は
正
し
い
ら
し
く
）
考
え
ら
れ
る
か
と
い

う
と
、
少
し
く
余
分
に
後
立
山
説
の
方
に
傾
き
た
く
思
う
と
い
う
に
帰
着
し
て
い
る
。

　
今
ま
で
に
『
山
岳
』
誌
上
で
発
表
さ
れ
た
後
立
山
に
関
す
る
意
見
は
、
以
上
の
外
に
七
年
一
号
、
八
年
二
号

及
び
八
年
三
号
等
の
雑
録
欄
に
載
っ
て
い
る
。
然



し
其
等





の
説
も
後
立
山
と
い
う
一
箇
の
山
体
が
存
在
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
主
と
し
て
取
扱
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
此
立
脚
点
か
ら
見
れ
ば
稍

や
根
本
を
離
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
私
が
こ
れ
か
ら
述
べ
よ
う
と
す
る
説
は
、
多
く
は
零
細
な
る
而



も
少
数
の
資
料
に
拠
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
後
立
山
が
一
個
の
山
体
の
名
で
あ
り
、
且
つ
鹿
島
槍
ヶ
岳
と
同
山
で
あ
る
と
い
う
、
謂

わ
ば
世
人
の
か

く
あ
れ
か
し
と
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
事
実
に
於
て
合
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
証
拠
立
て
よ
う
と
す
る
の

で
、
あ
の
山
脈
に
就
て
体
験
の
乏
し
い
自
分
に
は
、
聊





か
な
ら
ず
荷
が
勝
ち
過
ぎ
て
い
る
の
は
是
非
も
な
い
。

こ
れ
は
預




め

諒

恕







を
願
っ
て
置
く
。
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先
ず
順
序
と
し
て
従
来
世
に
現
わ
れ
て
い
る
諸
書
の
後
立
山
に
就
て
記
述
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
余
り

必
要
で
も
な
い
か
ら
こ
れ
等
は
一
切
省
略
し
て
、
直
に
本
文
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
す
る
。

『
越
中
遊
覧
志
』
（
此
書
の
著
者
は
明
治
十
八
年
八
月
芦
峅
寺







か
ら
立
山
に
登
っ
た
）
を
見
る
と
別
山






か
ら
劒

岳
方
面
を
展
望
し
た
記
事
の
後
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。

　
　
東
は
す
べ
て
数
千
尺
の
断
崖
絶
壁
に
て
、
崖
壁
の
下
は
黒
部
川
の
源
流
の
出
る
と
こ
ろ
た
り
。
之
を
隔
て

　
　
東
に
列
る
諸
山
は
、
越
中
信
濃
の
界
を
な
す
も
の
に
し
て
、
針
木
、
栂
、
後
立
、
餓
鬼
、
赤
鬼
等
の
名
あ

　
　
り
、
其
中
に
後
立
山
最
高
し
、
余
は
高
低
を
論
ず
る
に
も
及
ば
ず
。

こ
の
針
木
と
あ
る
も
の
は
、
恐
ら
く
針
木






峠
の
北
に
聳
え
て
い
る
針
木
岳
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
栂



は
赤
沢
岳
が

爺
岳
に
対
す
る
越
中
人
の
称
呼
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
後
に
述
べ
る
）
。
次
の
後
立
は
ウ
シ
ロ
タ
テ
と
読
む
の

か
又
は
ゴ
リ
フ
と
読
む
の
か
判
然
し
な
い
が
、
順
序
か
ら
い
う
と
爺
岳
か
鹿
島
槍
に
相
当
す
る
ら
し
い
の
で
、

爺
岳
と
し
て
も
差
支
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
「
其
中
に
後
立
山
最
高
し
」
と
明
瞭
に
断
っ
て
あ
る
所
か
ら
推
せ

ば
、
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
鹿
島
槍
ヶ
岳
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
別
山
か
ら
東
方
を
眺
め
て
、
こ
れ
と
頡



頏


す
る
高
さ
を
有
す
る
山
は
、
白
馬
連
峰
は
距
離
が
少
し
遠
い
の
で
、
鹿
島
槍
ヶ
岳
の
外
に
は
見
当
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
が
私
を
し
て
越
中
の
所
謂






後
立
山
は
鹿
島
槍
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
想
わ
し
め
た
最
初
の
記

事
で
あ
っ
た
。
餓
鬼
、
赤
鬼
と
い
う
の
は
、
鹿
島
槍
の
北
に
連
な
る
五
竜
、
牛
首
、
八
方
、
唐
松
あ
た
り
を
い
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う
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
陸
測
五
万
の
黒
部
図
幅
に
は
、
現
に
大
黒
鉱
山
の
西
北
に
餓
鬼
山
を
記
載
し
て
あ
る
が
、

こ
れ
は
目
に
立
つ
程
の
高
い
山
で
は
な
い
。
茲
に
い
う
餓
鬼
は
後
立
に
連
な
る
国
境
山
脈
の
山
で
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。
餓
鬼
の
田
か
ら
餓
鬼
谷
や
餓
鬼
岳
の
名
が
導
か
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
赤
鬼
と
い
う
の
は
其



餓

鬼
に
対
し
て
の
名
称
と
察
せ
ら
れ
る
か
ら
、
あ
の
赤
い
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
牛
首
岳
や
唐
松
岳
な
ど
に
は
相
応
し
た

名
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
は
単
に
想
像
に
過
ぎ
な
い
。

　
明
治
四
十
三
年
三
月
の
出
版
に
係
る
高
岡
新
報
の
記
者
井
上
江
花
著
『
黒
部
山
探
検
』
と
題
す
る
書
に
「
黒

部
奥
山
公
儀
御
用
帖
」
の
中
か
ら
抜
萃
し
た
山
廻
り
役
の
見
分
記
が
載
っ
て
い
る
。
原
本
は
前
田
家
の
所
蔵
ら

し
い
。
若

し
之
を
全
部
渉
猟
す
る
こ
と
を
得
た
な
ら
ば
、
多
く
の
有
力
な
る
資
料
が
得
ら
る
る
に
相
違
な
か
ろ

う
と
想
像
す
る
が
、
前
田
家
で
は
容
易
に
所
蔵
図
書
の
閲
覧
を
許
容
し
な
い
か
ら
、
『
黒
部
山
探
検
』
に
抄
出

し
て
あ
る
見
分
記
の
活
字
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
や
、
其
他
不
明
の
箇
所
を
原
書
に
拠
り
て
正
し
た
い
と
思

っ
て
も
、
人
伝
で
意
に
任
せ
ず
、
矢

張

り
不
明
の
箇
所
が
少
く
な
い
、
其
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
一
、
当
九
日
針
木
谷
落
合
の
小
屋
発
足
、
信
州
細
野
入
よ
り
黒
部
山
へ
入
込
む
人
可
有
之
向
寄
の
ヶ
所
、

　
　
小
狭
栂
谷
右
両
ヶ
所
へ
登
山
仕
候
処
、
小
狭
峰
に
先
年
狩
人
に
て
も
入
込
み
候
哉
に
て
、
古
小
屋
一
つ
倒

　
　
れ
御
座
候
、
尤
も
道
筋
も
幽
か
に
御
座
候
得
共
、
何
れ
両
三
年
已
前
に
て
も
通
行
仕
候
哉
の
様
子
に
て
、

　
　
当
時
仕
候
道
筋
も
見
請
不
申
候
、
夫
よ
り
栂
谷
へ
相
移
り
、
所
々
見
廻
り
仕
候
処
、
是
又
前
段
同
様
古
小

　
　
屋
一
つ
御
座
候
、
此
分
人
数
四
五
人
計
も
住
居
罷
在
候
程
の
小
屋
跡
と
見
受
申
候
、
外
に
倒
れ
小
屋
跡
一
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つ
御
座
候
得
共
、
小
屋
木
等
朽
居
候
故
、
年
限
難
計
御
座
候
、
同
所
道
形
も
、
前
段
小
狭
に
有
之
候
道
形

　
　
等
は
、
少
々
人
多
通
行
仕
候
様
に
も
見
請
候
得
共
、
何
分
近
頃
通
行
人
有
之
道
形
と
も
難
見
請
御
座
候
、

　
　
乍
併
山
中
之
小
屋
、
若
人
少
に
て
罷
越
通
り
候
得
ば
、
慥
成
足
跡
等
の
義
は
相
難
知
義
に
御
座
候
、
別
て

　
　
御
伐
出
御
座
候
に
付
、
先
頃
風
便
に
も
江
戸
中
村
屋
七
兵
衛
代
人
伝
四
郎
よ
り
、
人
を
以
て
山
内
の
様
子

　
　
為
内
見
、
万
一
右
ヶ
所
へ
為
入
込
候
哉
も
難
計
奉
存
候
に
付
、
重
念
右
道
筋
見
分
仕
申
候
、
然
上
に
も
先

　
　
年
入
込
候
哉
、
手
排
の
筋
も
無
之
や
と
、
所
々
見
分
相
捜
候
得
共
、
外
に
疑
敷
義
無
之
、
前
文
の
通
り
小

　
　
屋
跡
等
道
形
の
儀
の
み
に
て
、
相
替
義
無
御
座
候
、
猶
更
栂
谷
頂
よ
り
後
立
山
続
際
迄
罷
越
候
へ
共
、
右

　
　
之
外
無
覚
束
儀
も
見
分
不
仕
候
、
尤
も
後
立
山
並
に
餓
鬼
ヶ
岳
及
び
蓮
華
岳
迄
の
間
、
信
州
路
よ
り
越
可

　
　
入
込
義
迚
も
、
嶮
岨
通
行
相
成
申
箇
所
に
て
は
無
御
度
候
、
乍
去
道
筋
よ
り
入
込
人
可
有
之
も
其
義
難
計

　
　
御
度
候
、
右
後
立
山
際
よ
り
罷
帰
り
、
尚
更
打
返
見
分
不
仕
候
に
付
、
前
文
之
道
筋
通
り
信
州
路
へ
相
移

　
　
り
、
夫
よ
り
又
候
黒
部
針
木
峠
を
越
、
同
落
合
へ
昨
夜
小
屋
着
仕
候
、
依
て
右
道
筋
等
、
素
絵
図
一
枚
相

　
　
添
、
此
段
御
達
申
上
候
、

　
　
　
天
保
九
年
戌
六
月
十
五
日

　
絵
図
は
既
に
散
佚






し
て
し
ま
っ
た
も
の
か
、
見
当
ら
な
い
の
は
実
に
惜
し
い
も
の
で
あ
る
。
文
中
の
小
狭
は

何
と
読
む
の
か
判
断
に
苦
し
む
が
、
私
の
考




で

は
ス
バ
リ
と
読
む
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
、
或
は
コ
ス
バ

リ
と
読
む
方
が
適
切
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
当
時
辻
本
君
の
一
行
が
命
名
し
た
よ
う
に
大
小
ス
バ
リ
の
名
が
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あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
余
り
に
拘
泥
し
過
ぎ
る
嫌





が
あ
る
。
想
う
に
辻
本
君
が
「
後
立
山
連
峰
縦
断
記
」
の

中
に
「
信
州
の
方
言
ス
バ
ル
は
狭﹅
ま﹅
る﹅
の
意
に
当
る
も
の
ゝ
如
く
、
此
附
近
の
山
谷
の
急
峻
な
る
こ
と
を
形
容

す
る
も
の
ゝ
如
し
」
と
説
か
れ
た
の
は
、
頗
る
当
を
得
た
触
釈
で
、
信
州
で
は
古
く
針
木
峠
を
す﹅
ば﹅
り﹅
越
と
唱

え
て
、
針
木
越
と
も
針
木
峠
と
も
呼
ん
で
い
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
と
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
享
保
年
中
の
編

纂
に
係
る
『
信
府
統
記
』
の
安
曇
郡
の
条
を
見
る
と
、

　
　
越
中
飛
騨
信
濃
ノ
三
国
境
ハ
、
深
山
ニ
テ
山
名
モ
無
シ
、
峰
ヨ
リ
東
面
ハ
信
濃
国
ナ
リ
、
西
ノ
方
ニ
テ
南

　
　
ハ
飛
騨
北
ハ
越
中
国
ト
ス
是
ヨ
リ
北
ヘ
信
濃
国
ト
越
中
国
ト
ノ
界
ハ
山
深
ク
嶮
岨
ナ
ル
故
通
路
ナ
シ
、
但

　
　
シ
山
中
ニ
だ
い
ら
川
ト
云
フ
川
ア
リ
、
是
ヲ
界
ト
ス
ル
ナ
リ
。
だ
い
ら
川
ハ
加
賀
川
ノ
入
ニ
テ
、
野
口
沢

　
　
本
谷
ノ
北
す
ば
り
越
ト
云
フ
辺
ヨ
リ
奥
ヘ
ハ
通
路
ナ
シ
。
此
す
ば
り
越
ノ
辺
マ
テ
モ
山
師
杣
人
ノ
外
ハ
行

　
　
ク
コ
ト
ナ
シ
、
夫
ヨ
リ
北
方
ニ
さ
ら
〳
〵
越
ト
イ
フ
所
ア
リ
、
昔
シ
天
正
年
中
信
長
公
ノ
臣
佐
々
内
蔵
助
、

　
　
越
中
国
ヨ
リ
此
さ
ら
〳
〵
越
ヲ
通
リ
テ
、
当
国
ヘ
来
ル
コ
ト
ア
リ
シ
ト
云
伝
ヘ
タ
ル
ハ
、
此
辺
ヲ
越
テ
加

　
　
賀
川
ニ
沿
ヒ
、
野
口
村
ノ
方
ヘ
出
テ
タ
リ
ト
カ
ヤ
。
だ
い
ら
川
ヨ
リ
越
中
国
立
山
ノ
信
濃
堂
ナ
ト
イ
フ
所

　
　
見
ユ
、
山
伝
ヒ
ニ
立
山
マ
テ
五
里
許
リ
モ
ア
ル
ヘ
キ
ナ
リ
、
是
ヨ
リ
越
後
越
中
信
濃
三
国
界
マ
テ
ノ
中
モ

　
　
国
境
分
明
ナ
ラ
ス
。

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
勿
論
此
書
は
松
本
藩
の
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
領
の
山
川
に
は
不
行
届
の
点
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も
あ
ろ
う
が
、
兎

に
角



す
ば
り
越
と
い
う
名
の
方
が
信
州
で
は
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出

来
よ
う
。
針
木
峠
と
い
う
名
は
越
中
方
面
の
称
呼
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
一
般
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
と
想
像
し
て
不
都
合
は
あ
る
ま
い
。
此
等
か
ら
推
し
て
私
は
小
狭
を
ス
バ
リ
と
読
み
、
現
今
の
針
木
岳
ス

バ
リ
岳
等
を
指
し
た
も
の
と
認
め
た
い
。
『
越
中
遊
覧
志
』
に
所
謂
針
木
に
当
る
も
の
で
あ
る
。

　
栂
谷
頂
と
い
う
の
は
『
遊
覧
志
』
の
所
謂
栂
で
、
越
中
の
称
呼
で
あ
る
。
其
沢
は
ど
の
沢
に
当
る
か
と
い
う

に
、
『
下
新
川
郡
史
稿
』
の
黒
部
川
の
水
系
を
記
述
し
た
文
に
は
斯

う
書
い
て
あ
る
。

　
　
水
源
よ
り
凡
三
里
に
て
西
側
よ
り
下
り
谷
落
合
、
更
に
下
る
こ
と
約
三
十
町
に
し
て
、
東
の
方
よ
り
岩
苔

　
　
谷
落
合
ひ
、
凡
そ
三
里
に
し
て
南
の
方
よ
り
中
岳
谷
落
合
、
一
里
に
て
東
の
方
よ
り
針
木
谷
落
合
、
其
の

　
　
西
側
よ
り
は
越
中
沢
落
合
、
立
山
の
東
に
て
御
前
沢
谷
落
合
、
凡
そ
一
里
許
り
に
し
て
東
よ
り
栂
谷
落
合
、

　
　
西
岸
よ
り
内
蔵
助
谷
落
合
、
更
に
東
岸
よ
り
後
立
山
谷
落
合
、
東
岸
よ
り
は
餓
鬼
谷
落
合
、
更
に
欅
平
の

　
　
向
に
於
て
東
岸
よ
り
祖
母
谷
川
落
合
云
々
。

御
前





谷
の
下
凡



そ
一
里
許





に
し
て
、
内
蔵
助







谷
と
相
対
し
て
東
か
ら
落
ち
込
む
沢
と
い
え
ば
、
赤
沢
で
あ
る
。

乃

ち

栂
谷
は
赤
沢
と
同
じ
沢
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
従
っ
て
栂
谷
頂
と
あ
る
も
の
は
赤
沢
岳
と
異
名
同
山
で
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
前
記
の
推
定
に
拠
っ
て
山
見
廻
り
の
道
筋
を
想
像
し
て
見
る
と
、
針
木
岳
附
近
か
ら
尾
根
伝
い
に
赤
沢
岳
に
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登
り
、
更
に
進
ん
で
後
立
山
の
続
際
ま
で
行
き
、
「
前
文
の
道
筋
通
り
信
州
路
へ
移
り
」
と
あ
る
か
ら
、
其
辺

の
道
筋
を
辿
っ
て
信
州
方
面
へ
出
で
、
針
木
峠
を
越
え
て
出
発
点
に
帰
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
ス
バ
リ
、

赤
沢
共
に
、
信
州
細
野
入
よ
り
黒
部
山
へ
入
込
む
向
寄
の
箇
所
と
は
受
け
取
れ
ぬ
、
細
野
入
か
ら
は
反





て
五
竜
、

唐
松
、
白
馬
の
方
へ
入
込
む
の
が
順
で
あ
る
が
、
当
時
細
野
入
か
ら
黒
部
山
へ
入
込
む
者
が
あ
る
と
い
う
風
聞

が
あ
っ
た
の
で
、
見
廻
り
の
役
人
は
唯
だ
風
聞
の
儘



そ
う
書
い
た
も
の
と
大
ざ
っ
ぱ
に
解
釈
し
て
よ
か
ろ
う
と

思
う
。

　
栂
谷
頂
は
赤
沢
岳
或
は
も
う
少
し
之
を
押
し
広
め
て
其
連
脈
鳴
沢
岳
、
岩
小
屋
沢
岳
を
も
含
む
も
の
と
し
て
、

後
立
山
続
際
と
は
何
処
を
い
う
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
若
し
種
池
平
の
辺
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
立
山
は
祖

父

ヶ

岳
を
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
又
夫






が
冷





ノ
池
附
近
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
其
山
は
鹿
島
槍
ヶ
岳
を
指
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
尤
も
種
池
の
辺
で
あ
る
と
し
て
も
、
続
際
の
文
字
を
広
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
比
較
的

低
い
祖
父
ヶ
岳
は
之
を
さ
し
措
い
て
、
鹿
島
槍
を
さ
し
た
も
の
と
取
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
が
）
。
こ
れ
だ
け
で
は

後
立
山
の
特
長
が
記
載
し
て
な
い
か
ら
、
鹿
島
槍
で
あ
る
か
そ
れ
と
も
祖
父
ヶ
岳
で
あ
る
か
、
何
と
も
判
断
の

下
し
よ
う
が
な
い
。
唯
だ
後
文
に
「
後
立
山
並
に
餓
鬼
岳
及
び
蓮
華
岳
」
と
駢
記
し
て
あ
る
の
で
、
少
く
と
も

後
立
山
は
栂
谷
頂
か
ら
餓
鬼
岳
に
至
る
間
に
位
す
る
一
個
の
山
体
の
名
で
あ
り
、
且
つ
こ
の
あ
た
り
の
山
の
中

で
後
立
山
と
い
う
大
名
を
与
え
ら
る
る
に
充
分
な
る
資
格
を
有
す
る
ほ
ど
傑
出
し
て
い
る
山
で
あ
る
事
が
察
せ

ら
れ
、
従
っ
て
鹿
島
槍
で
は
な
い
か
と
の
考
を
起
さ
し
む
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
推
測
の
範
囲
を
脱
し
て
想

像
の
域
に
ま
で
進
入
し
た
説
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
序





に
書
く
が
、
此
文
で
見
て
も
餓
鬼
岳
は
国
境
山
脈
の
一
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峰
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
餓
鬼
の
田
か
ら
餓
鬼
谷
、
其
上
流
に
蟠




る

五
竜
岳
は
、
或
は
餓
鬼
岳
の
名

で
呼
ば
れ
た
事
が
な
い
と
は
限
る
ま
い
。

　
茲
に
訝
し
く
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
黒
部
川
の
水
系
の
記
事
に
、
ど
う
し
て
棒
小
屋
沢
の
よ
う
な
大
き
な
沢
が

漏
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
試
に
水
系
の
記
事
を
逆
に
数
え
て
見
る
と
、
東
岸

か
ら
黒
部
川
に
注
入
す
る
谷
は
、
祖

母

谷
、
餓
鬼
谷
、
後
立
山
谷
、
栂
谷
及
針
木
谷
と
い
う
順
に
な
っ
て
、
後

立
山
谷
は
東
谷
に
、
栂
谷
は
棒
小
屋
沢
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
ら
し
く
思
え
る
。
さ
す
れ
ば
栂
谷
頂
は
赤
沢
岳

で
は
な
く
爺
岳
に
当
る
か
ら
、
問
題
は
極
め
て
簡
単
に
解
決
さ
れ
る
。
私
は
曾
て
天
保
頃
の
も
の
と
想
わ
れ
る

新
川
郡
の
図
に
、
今
の
東
谷
を
後
立
山
谷
、
棒
小
屋
沢
を
ソ
ウ
レ
イ
谷
と
書
い
て
あ
る
の
を
見
、
又
同
じ
頃
の

も
の
ら
し
き
黒
部
の
秘
密
図
と
称
す
る
も
の
に
、
東
谷
を
後
立
山
小
谷
、
棒
小
屋
沢
を
後
立
山
谷
と
書
い
て
あ

る
の
を
見
た
記
憶
が
あ
る
。
こ
れ
は
栂
谷
が
棒
小
屋
沢
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
左
券





と
は
な
ら
な
い
が
、
後
立

山
に
関
し
て
は
有
力
な
る
資
料
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
さ
て
措
き
、
前
に
記
し
た
小
狭
栂
谷
両
山
の
私
の
解
釈
が
誤
り
な
い
と
す
れ
ば
、
見
分
記
の
山
名
の

記
載
は
殆
ん
ど
全
く
『
遊
覧
志
』
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
若
し
私
に
後
立
山
と
鹿
島
槍
ヶ
岳
と
は
同
山
で
あ

る
こ
と
を
証
拠
立
て
る
材
料
が
こ
の
二
つ
よ
り
外
に
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
私
は
此
文
を
草
す
る
気
に
は
な
れ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
幸
に
尚
一
つ
の
材
料
が
あ
る
、
『
日
本
山
嶽
志
』
の
記
事
が
そ
れ
だ
。

　
　
後
立
山
　
越
中
国
下
新
川
上
新
川
ノ
二
郡
信
濃
国
北
安
曇
郡
ニ
跨
ル
、
登
路
未
詳
（
補
遺
に
は
「
下
新
川
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郡
山
崎
村
大
字
山
崎
ヨ
リ
十
里
ニ
シ
テ
其
山
頂
ニ
達
ス
」
と
あ
り
。
恐
ら
く
富
山
県
統
計
書
に
拠
り
て

　
　
　
補
は
れ
た
る
な
ら
ん
）
。

こ
の
僅





に
三
行
に
足
り
ぬ
文
字
が
、
『
遊
覧
志
』
や
見
分
記
の
記
事
に
極
印
を
打
つ
も
の
で
、
中
下
新
川
二
郡

及
信
濃
の
北
安
曇
郡
に
跨
る
山
と
い
え
ば
、
鹿
島
槍
ヶ
岳
の
外
に
は
断
々
乎
と
し
て
な
い
筈
で
あ
る
。
私
は
見

分
記
や
『
遊
覧
志
』
の
文
を
読
ん
で
頻
り
に
頭
を
悩





し
て
い
る
間
に
、
な
ぜ
幾
度
と
な
く
目
を
通
し
た
『
山
嶽

志
』
の
此
記
事
に
早
く
想
い
到
ら
な
か
っ
た
か
と
、
其
迂
闊





さ
を
思
う
て
苦
笑
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

尚
お
念
の
為
に
地
理
局
蒐
集
の
『
郡
村
誌
』
の
記
事
を
抄
出
し
て
置
く
。

　
　
後
立
山
　
本
郡
（
下
新
川
郡
）
ノ
極
南
ニ
シ
テ
、
中
新
川
郡
ノ
界
ニ
在
リ
、
信
濃
国
北
安
曇
郡
ニ
跨
ル
。

是


に
至
っ
て
私
は
後
立
鹿
島
槍
同
山
説
を
主
張
し
て
、
梃



で
も
動
か
ぬ
考
で
あ
る
。

　
余
談
と
し
て
五
竜
の
こ
と
も
少
し
書
い
て
見
た
い
。

　
元
来
山
名
の
起
原
は
一
様
で
は
な
い
が
、
平
地
か
ら
容
易
に
山
体
を
望
む
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
な
深
山
で

あ
れ
ば
、
其
山
か
ら
発
源
す
る
沢
の
名
で
呼
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
。
猟
師
や
山
稼
ぎ
の
人
な
ど
が
或
沢
を
遡
っ

て
、
ひ
ょ
っ
こ
り
今
ま
で
知
ら
ぬ
山
の
頂
に
出
る
、
そ
れ
で
便
宜
上
何
沢
の
頭
と
か
何
沢
の
岳
と
か
呼
び
慣
わ

し
て
い
た
の
が
其
山
の
名
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
然
し
山
の
名
か
ら
沢
の
名
が
導
か
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
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後
立
山
谷
な
ど
も
其
一
の
例
で
あ
ろ
う
。
越
中
側
か
ら
後
立
山
に
登
る
こ
と
は
、
尾
根
伝
い
又
は
沢
伝
い
に
登

る
に
せ
よ
、
現
今
で
も
非
常
に
困
難
で
あ
る
事
実
か
ら
察
し
て
、
こ
れ
は
矢
張
り
立
山
附
近
か
ら
望
見
し
て
名

付
け
た
も
の
に
相
違
な
い
と
す
れ
ば
、
『
下
新
川
郡
史
稿
』
に
謂

う
所
の
後
立
山
谷
は
、
つ
ま
り
山
名
か
ら
導

か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
前
記
の
如
く
元
来
東
谷
の
称
呼
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
棒
小
屋
沢
に
充
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
村
君
の
話
に
拠
れ
ば
、
音
沢
村
の
佐
々
木
助
七
は
現
に
棒
小
屋
沢
を
東
ゴ

リ
ヨ
ウ
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
あ
る
（
同
人
は
棒
小
屋
沢
と
向
い
合
っ
て
西
か
ら
黒
部
川
に
落
合
っ
て
い
る
劒

沢
の
こ
と
を
西
ゴ
リ
ヨ
ウ
と
呼
ん
で
い
る
）
。
後
立
山
谷
が
ゴ
リ
ヨ
ウ
と
呼
ば
れ
る
為
に
は
、
後
立
を
音
読
し

て
ゴ
リ
フ
、
ゴ
リ
ユ
乃
至
ゴ
リ
ヨ
ウ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
北
城
村
で
は
五
竜
岳
を
割
菱
岳
と
唱
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
が
、
ゴ
リ
フ
の
名
も
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
訳
で
は
な
い
ら
し
い
。
十
五
、
六
年
前
に
あ
の
辺
を
旅
行
し
た
こ
と
の
あ
る
私
の
友
人
は
、
其
時
土
地
の
人

か
ら
大
黒
岳
の
南
の
山
を
北
ゴ
リ
フ
だ
と
教
え
ら
れ
、
更
に
其
南
に
は
南
ゴ
リ
フ
と
呼
ぶ
高
い
山
の
あ
る
こ
と

を
教
え
ら
れ
て
頗
る
得
意
と
な
り
、
そ
う
い
う
山
を
知
っ
て
い
る
か
と
聞
か
れ
た
の
に
は
大
に
閉
口
し
た
事
が

あ
る
。
今
思
え
ば
こ
の
南
ゴ
リ
フ
は
確





に
鹿
島
槍
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
猟
師
な
ど
が
後
立
山
の
名
を
越
中
の
同

じ
仲
間
か
ら
聞
い
て
、
而
も
二
山
（
鹿
島
槍
及
五
竜
）
の
孰
れ
が
夫
で
あ
る
か
判
然
せ
ぬ
の
で
（
或
は
判
然
し

て
も
便
宜
の
為
に
）
南
北
を
冠
し
て
区
別
し
て
い
た
の
が
伝
わ
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
東
谷
の
こ
と
を
北
城
の

人
夫
が
南
ゴ
リ
フ
沢
と
呼
ぶ
の
は
、
鹿
島
槍
即
南
ゴ
リ
フ
か
ら
出
る
沢
で
あ
る
為
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
解

せ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
古
く
越
中
の
所
謂
餓
鬼
ヶ
岳
は
、
或
は
こ
の
北
ゴ
リ
フ
を
指
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
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わ
れ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
然
し
以
上
は
す
べ
て
私
の
臆
説
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
、
間
違
っ
た
ら
御
教
示
は

謹
ん
で
受
け
る
が
、
矢
面
に
立
つ
こ
と
は
御
免
を
蒙
り
た
い
。

　
要
す
る
に
後
立
山
は
鹿
島
槍
ヶ
岳
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
一
遷
し
て
其
辺
一
体
の
山
を
指
す
名
に
用
い

ら
れ
、
ゴ
リ
フ
と
音
読
さ
れ
、
更
に
南
北
を
分
ち
、
再
遷
し
て
単
に
北
ゴ
リ
フ
の
み
の
称
呼
と
な
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
言
う
迄
も
な
く
鹿
島
槍
ヶ
岳
の
名
が
勢
力
を
張
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
六
、
九
『
山
岳
』
）
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